
　　文化課　☎22-1187　　22-1209■問
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再発見 富士宮市は､数多くの文化財が点在する歴史のま
ちです｡まちの魅力的なスポットを訪ね歩き､身近
に見て･触れて･感じてみませんか｡

上稲子を通る身延道
み のぶみち

　武田氏や豊臣氏､徳川氏などの保護を受けた日蓮宗
の総本山｢身延山久遠寺(山梨県身延町)｣へ参詣する
道を身延道といいます。
　身延道には多くのルートがあり､富士川の西側に位
置する身延山へ行くために､柚野から桜峠､上稲子を
抜けるルート※1のほか､羽鮒で芝川を船で渡り釜口峡
に架かるつり橋を渡って徒歩や船で内房に出て北上
するルート､つり橋を渡らずに下稲子から十島(山梨
県南部町)を通り井出から船で富士川を渡るルートの
3つがありました｡
　現在では､橋や道が整備され､自動車や電車で行き来
ができるようになり､当時の詳しい道筋は分からなく
なっていますが､上稲子を通る道は､富士宮から身延山
への一番の近道であったといわれています｡
　桜峠には､台座に｢みのぶへ七里｣と刻まれた文久2
(1862)年に造立された題目塔※2や馬頭観音※3､勝軍
地蔵※4が残されています｡
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※1江戸時代末期に大宮町の造り酒屋の当主が記した｢袖日
記｣で利用したとされるルートの1つ

※2 南無妙法蓮華経と刻まれた石塔
※3 馬の健康や安全を祈願した石造物
※4よろい､かぶとをつけ､軍馬にまたがっている地蔵菩薩｡
これを拝むと戦いに勝ち､宿業(前世の行いの報い)や飢饉
などを免れるとされている。

歩く博物館 Rコース＜上稲子地区＞
平家落人伝説の里をたずねるコース
　市役所6階文化課､郷土資料館(文化会
館内)､出張所または市公式ウェブサイト
などにあります｡
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　　トップページ＞市民の
皆さんへ＞教育・文化・ス
ポーツ＞郷土資料館＞歩
く博物館

■HP

歩く博物館ガイドブック
　全24コースの地図と解説付きです｡
　　500円
　　市役所6階文化課､埋蔵文化財セン 
ターの窓口で

　　郵送で購入したい場合は､電話または
メールでお問い合わせください｡

　　文化課　☎22-1187
　　　 e-bunka@city.fujinomiya.lg.jp
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富士山を守り未来につなぐ

富士山SDGs
エス ディー ジー  ズ

コミュニケーション手段を増やす

 手　話

　富士宮市に住む私たちが、これからもずっと
このまちで住み続けるためにみんなで取り組
む目標です。
　できることから一つずつ、一人一人が意識し
て行動しましょう。
　ここでは富士宮市の取り組みを紹介します。

　社会や環境とともに変化する､地域
社会のニーズに対応したインフラ基
盤を整備する｡

　富士宮市のSDGsへの取り組みを市公式ウェブサイトで紹介
しています。
　　トップページ＞富士宮市について＞市政の運営
　＞推進事業＞地方創生に向けたSDGs(持続可能
　な開発目標)の推進

■HP

企画戦略課　☎22-1113　　22-1206■問

障がい療育支援課　☎22-1145　　22-1251■問

電子申請

　戸籍や戸籍の附票の謄本･抄本､市･県民税課税(非
課税)証明書､軽自動車税継続検査用証明書などの交
付申請や､イベント･催しの申し込みなど、さまざまな
手続きがパソコンやスマートフォンでできます。

　過去に掲載した手話を動画で紹介しています。
　　トップページ＞市民の皆さんへ＞健康･福祉
　＞障がい者支援＞手話で話そう
■HP

　

　パソコンやスマートフォンからできる手続きの増加､コ
ンビニエンスストアでの証明書の取得､市税などの
キャッシュレスでの支払いなど､オンラインサービスの拡
大を進めているほか､LINEやメール配信などを利用した
情報発信など､行政のデジタル化を進めています｡

開いた両手を上下に動かし､
軽く手を握る　

生　徒

右手を前にして両手のひらを下に向け､
つき合わせる

　

右手の人差し指と中指を額の前で
左から右へ動かす

手話に
合った表情で

手話では､動きの強弱や速さ､
表情で｢嬉しい｣｢悲しい｣などの
感情が伝わります。

電子申請　オンラインサービス

相手の
目を見て

同級生(同期) 高　校

一人一人が少し工夫するだけで、誰かの優しい
暮らしにつながります。できることから一つず
つ、暮らしのなかに取り入れてみませんか。
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